
ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

は

、

仕

事

（

w

o

r

k

）

と

休

暇

（

v

a

c

a

t

i

o

n

）

を

あ

わ

せ

た

造

語

。

Ｉ

Ｔ

技

術

の

進

展

に

よ

り

、

休

暇

中

に

旅

先

な

ど

で

仕

事

を

す

る

新

た

な

就

業

・

休

暇

ス

タ

イ

ル

。

■

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

は

？

テ

レ

ワ

ー

ク

は

、

情

報

通

信

技

術

（

Ｉ

Ｃ

Ｔ

）

を

活

用

し

た

、

場

所

や

時

間

に

と

ら

わ

れ

な

い

柔

軟

な

働

き

方

の

こ

と

で

、

離

れ

た

所

（

t

e

l

e

）

と

働

く

（

w

o

r

k

）

を

合

わ

せ

た

造

語

。

テ

レ

ワ

ー

ク

は

働

く

場

所

に

よ

っ

て

、

自

宅

利

用

型

テ

レ

ワ

ー

ク

（

在

宅

勤

務

）

、

モ

バ

イ

ル

ワ

ー

ク

、

施

設

利

用

型

テ

レ

ワ

ー

ク

（

サ

テ

ラ

イ

ト

オ

フ

ィ

ス

勤

務

な

ど

）

の

三

つ

に

分

け

ら

れ

る

。

■

テ

レ

ワ

ー

ク

と

は

？
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（

株

）

Ｚ

ｏ

ｏ

ｏ

ｐ

ｓ

Ｊ

ａ

ｐ

ａ

ｎ

は

、

東

京

に

本

社

を

置

く

従

業

員

数

60

人

ほ

ど

の

シ

ス

テ

ム

開

発

会

社

で

す

。

事

業

の

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し

て

は

Ｉ

Ｔ

シ

ス

テ

ム

開

発

や

自

社

製

品

「

３

６

５

Ｃ

Ｉ

Ｔ

Ｙ

Ｗ

Ａ

Ｌ

Ｋ

」

と

い

う

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

観

光

向

け

の

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

を

使

っ

て

浅

草

や

知

床

、

大

阪

、

尾

道

な

ど

の

地

域

を

応

援

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

地

方

創

生

や

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

、

テ

レ

ワ

ー

ク

、

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う

キ

ー

ワ

ー

ド

で

活

動

し

て

お

り

、

北

海

道

で

は

、

北

見

市

と

斜

里

(

し

ゃ

り

)

町

の

サ

テ

ラ

イ

ト

オ

フ

ィ

ス

で

テ

レ

ワ

ー

ク

を

行

っ

て

い

ま

す

。

テ

レ

ワ

ー

ク

を

行

う

き

っ

か

け

は

、

２

０

１

４

年

11

月

に

北

見

市

の

テ

レ

ワ

ー

ク

視

察

ツ

ア

ー

に

参

加

し

た

こ

と

で

す

。

そ

の

後

、

北

見

市

が

、

総

務

省

の

ふ

る

さ

と

テ

レ

ワ

ー

ク

推

進

の

た

め

の

地

域

実

証

事

業

と

し

て

「

北

海

道

オ

ホ

ー

ツ

ク

ふ

る

さ

と

テ

レ

ワ

ー

ク

推

進

事

業

」

を

実

施

し

、

｢

東

京

都

内

に

本

社

を

置

く

企

業

と

し

て

、

テ

レ

ワ

ー

ク

を

行

い

ま

せ

ん

か

」

と

い

う

打

診

を

受

け

、

本

格

的

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

斜

里

町

に

は

、

そ

の

ふ

る

さ

と

テ

レ

ワ

ー

ク

推

進

事

業

の

一

貫

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う

新

新新

新

た

な

た

な

た

な

た

な

働

働働

働

き

きき

き

方

方方

方

渡

部

佳

朗

氏

株

式

会

社

Ｚ

ｏ

ｏ

ｏ

ｐ

ｓ

Ｊ

ａ

ｐ

ａ

ｎ

代

表

取

締

役

■

北

海

道

と

の

つ

な

が

り

と

し

て

、

２

０

１

５

年

９

月

に

初

訪

問

し

て

お

り

ま

す

。

次

に

、

当

社

に

お

け

る

北

見

市

、

斜

里

町

で

の

テ

レ

ワ

ー

ク

、

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

具

体

的

な

取

組

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。

IT企業勤務等を経て、2007年に株式会社Willink System

(現:Zooops Japan)を創業し、代表取締役社⻑に就任。

2017年には総務省「テレワーク先駆者百選」企業に認定。

わ

た

な

べ

よ

し

ろ

う
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北

海

道

の

魅

力

は

、

ま

ず

第

一

に

、

豊

か

な

自

然

が

あ

る

こ

と

で

す

。

車

で

５

～

10

分

走

れ

ば

す

ぐ

に

海

や

山

、

川

が

あ

り

、

何

よ

り

夕

日

が

凄

く

大

き

い

。

こ

ん

な

に

大

き

な

夕

日

は

、

東

京

で

は

も

ち

ろ

ん

見

る

こ

と

は

で

き

な

い

で

す

し

、

北

海

道

な

ら

で

は

の

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

景

色

だ

と

感

じ

て

い

ま

す

。

二

つ

目

の

魅

力

は

、

キ

ツ

ネ

や

鹿

な

ど

の

野

生

動

物

と

の

距

離

感

で

す

。

季

節

に

よ

っ

て

は

、

鱒

の

遡

上

を

見

る

こ

と

も

で

き

る

、

こ

の

距

離

感

も

東

京

で

は

感

じ

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

ほ

か

に

も

、

新

鮮

な

食

材

が

す

ぐ

に

手

に

入

る

こ

と

や

、

厳

し

い

冬

で

も

豊

富

な

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

が

体

験

で

き

る

こ

と

な

ど

、

北

海

道

に

は

何

度

で

も

訪

れ

た

く

な

る

よ

う

な

魅

力

が

数

多

く

あ

り

ま

す

。

取

組

開

始

か

ら

３

年

目

の

２

０

１

７

年

に

は

、

北

見

市

と

の

間

で

「

北

見

市

と

市

内

サ

テ

ラ

イ

ト

オ

フ

ィ

ス

で

『

ふ

る

さ

と

テ

レ

ワ

ー

ク

』

を

推

進

す

る

Ｉ

Ｔ

関

連

企

業

と

の

Ｉ

Ｃ

Ｔ

環

境

を

活

用

し

た

地

方

創

生

に

係

る

連

携

協

定

」

を

締

結

し

ま

し

た

。

こ

の

協

定

に

よ

り

北

見

工

業

大

学

と

共

同

研

究

を

行

う

こ

と

に

な

る

な

ど

、

テ

レ

ワ

ー

ク

の

取

組

が

具

体

的

な

ビ

ジ

ネ

ス

上

の

案

件

に

も

な

っ

て

き

ま

し

た

。

ま

た

、

斜

里

町

で

は

「

経

営

者

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

合

宿

」

の

開

催

や

「

東

京

ふ

る

さ

と

斜

里

会

」

に

参

加

し

、

斜

里

町

出

身

の

方

々

と

交

流

を

深

め

る

な

ど

活

動

し

て

き

ま

し

た

。

こ

う

し

た

テ

レ

ワ

ー

ク

に

お

け

る

３

年

間

の

成

果

が

認

め

ら

れ

、

２

０

１

７

年

11

月

に

は

、

総

務

省

か

ら

「

テ

レ

ワ

ー

ク

先

駆

者

百

選

」

に

当

社

が

認

定

さ

れ

た

ほ

か

、

２

０

１

８

年

９

月

に

は

、

北

見

市

が

経

産

省

「

地

方

版

Ｉ

ｏ

Ｔ

推

進

ラ

ボ

」

に

認

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

視

察

ツ

ア

ー

に

参

加

し

た

翌

年

の

２

０

１

６

年

に

、

社

員

旅

行

で

北

見

市

を

訪

問

し

、

当

時

の

社

員

全

員

で

テ

レ

ワ

ー

ク

体

験

を

行

い

ま

し

た

。

そ

の

数

箇

月

後

に

は

北

見

市

長

が

、

当

社

の

顧

客

で

あ

る

浅

草

観

光

連

盟

を

訪

問

し

、

次

い

で

、

浅

草

観

光

連

盟

の

広

報

理

事

が

斜

里

町

で

「

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

発

信

講

座

」

を

開

催

す

る

な

ど

、

相

互

に

で

き

る

こ

と

を

探

し

な

が

ら

、

北

見

市

や

斜

里

町

の

交

流

人

口

の

増

加

を

目

的

に

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

ま

た

、

テ

レ

ワ

ー

ク

の

取

組

が

き

っ

か

け

と

な

り

、

斜

里

高

校

で

「

全

国

高

等

学

校

・

観

光

甲

子

園

出

場

に

向

け

て

」

と

い

う

テ

ー

マ

で

授

業

を

行

っ

た

の

で

す

が

、

そ

の

後

、

実

際

に

斜

里

高

校

は

神

戸

市

で

開

催

さ

れ

た

観

光

甲

子

園

決

勝

大

会

（

全

国

か

ら

８

校

）

に

出

場

し

ま

し

た

。

私

も

応

援

に

行

っ

た

の

で

す

が

、

観

光

甲

子

園

で

は

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

訪

日

観

光

客

を

対

象

と

し

た

一

週

間

の

滞

在

ツ

ア

ー

プ

ラ

ン

を

プ

レ

ゼ

ン

し

、

銀

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

こ

こ

で

私

が

感

じ

た

こ

と

は

、

北

海

道

が

持

っ

て

い

る

魅

力

は

、

全

国

に

通

じ

る

も

の

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

斜

里

高

校

の

プ

レ

ゼ

ン

は

、

客

観

的

に

見

て

も

一

位

を

狙

え

る

よ

う

な

プ

ラ

ン

で

し

た

し

、

１

８

０

校

が

エ

ン

ト

リ

ー

す

る

中

で

銀

賞

を

受

賞

す

る

だ

け

の

可

能

性

が

北

海

道

に

は

あ

る

こ

と

を

実

感

し

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

行

う

上

で

も

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

だ

と

思

い

ま

す

。

■

テ

レ

ワ

ー

ク

の

取

組

に

つ

い

て

テ

レ

ワ

ー

ク

体

験

旅

行

（

上

）

と

北

見

市

長

の

浅

草

訪

問

・

視

察

（

下

）

（

北

見

市

）

▲

▲▲

▲

Ｓ

Ｎ

Ｓ

発

信

講

座

の

チ

ラ

シ

（

斜

里

町

）

▲

▲▲

▲

斜

里

高

校

が

観

光

甲

子

園

全

国

大

会

に

出

場

（

右

下

が

渡

部

代

表

）

▲

▲▲

▲

協

定

の

締

結

▲

▲▲

▲

認

定

の

授

与

式

▼

▼▼

▼

■

北

海

道

の

魅

力

■

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

斜

里

町

in

Ｉ

Ｔ

企

業

の

経

営

者

を

対

象

に

行

っ

た

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

「

知

床

、

斜

里

視

察

ツ

ア

ー

」

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

の

一

部

を

紹

介

し

ま

す

。

8:45 ホテル集合

午前中 流氷ウォーク

12:00

「天に続く道」を観光

その後、

山小屋ジンギスカン

午後 スノーモービル体験

17:00 ホテル着

夜 斜里町関係者と懇親会

ワーケーションスケジュール
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実

際

に

当

社

の

成

果

と

し

て

、

テ

レ

ワ

ー

ク

や

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

実

施

は

従

業

員

の

満

足

度

を

高

め

る

結

果

と

な

り

ま

し

た

。

具

体

的

に

は

、

３

～

４

人

の

チ

ー

ム

で

一

週

間

ほ

ど

北

見

市

又

は

斜

里

町

で

共

同

生

活

を

し

な

が

ら

、

テ

レ

ワ

ー

ク

を

行

っ

た

と

こ

ろ

、

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

が

向

上

す

る

と

い

っ

た

プ

ラ

ス

の

効

果

が

あ

っ

た

ほ

か

、

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

で

は

、

社

員

の

家

族

の

仕

事

に

対

す

る

理

解

度

が

ア

ッ

プ

す

る

こ

と

も

実

感

と

し

て

あ

り

ま

す

。

こ

う

し

た

取

組

を

社

外

に

発

信

す

る

こ

と

で

、

２

０

１

４

年

に

は

25

人

ほ

ど

だ

っ

た

社

員

数

が

、

４

年

後

の

２

０

１

８

年

に

は

54

人

と

倍

増

す

る

な

ど

、

採

用

面

で

も

成

果

が

出

て

い

ま

す

。

午

前

中

は

、

流

氷

ウ

ォ

ー

ク

で

す

。

専

用

の

ス

ー

ツ

を

着

て

、

流

氷

の

上

を

歩

い

た

り

、

流

氷

と

一

緒

に

海

に

浮

か

ぶ

と

い

っ

た

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

を

体

験

し

ま

す

。

昼

に

は

「

天

に

続

く

道

」

と

い

う

東

京

で

は

あ

り

得

な

い

ほ

ど

真

っ

直

ぐ

な

道

路

が

ま

る

で

天

ま

で

続

い

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

観

光

地

を

訪

問

し

、

昼

食

に

は

山

小

屋

で

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

を

食

べ

て

、

午

後

に

ス

ノ

ー

モ

ー

ビ

ル

の

運

転

を

体

験

し

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の

体

験

を

終

え

た

後

、

視

察

ツ

ア

ー

に

参

加

し

た

十

数

人

が

口

を

そ

ろ

え

て

、

「

こ

の

日

に

体

験

し

た

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

全

て

が

、

人

生

で

初

め

て

の

経

験

だ

っ

た

」

と

語

っ

た

こ

と

が

印

象

的

で

し

た

。

初

め

て

体

験

で

き

る

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

が

北

海

道

に

こ

れ

だ

け

あ

り

、

｢

と

て

も

良

い

思

い

出

に

な

っ

た

｣

、

｢

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

参

加

し

て

良

か

っ

た

｣

と

大

変

感

謝

さ

れ

ま

し

た

。

テ

レ

ワ

ー

ク

と

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

成

果

に

つ

い

て

は

、

｢

ワ

ー

ク

ラ

イ

フ

バ

ラ

ン

ス

を

大

切

に

し

た

働

き

方

｣

、

｢

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

人

材

育

成

｣

、

｢

社

員

の

採

用

や

雇

用

｣

、

｢

社

員

研

修

の

実

施

｣

、

さ

ら

に

は

「

地

域

の

方

々

と

の

交

流

」

と

い

っ

た

側

面

が

あ

り

、

そ

れ

が

最

終

的

に

は

産

学

官

連

携

な

ど

に

よ

る

具

体

的

な

ビ

ジ

ネ

ス

に

つ

な

が

っ

て

い

く

と

思

い

ま

す

。

私

た

ち

の

よ

う

な

中

小

企

業

は

、

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

だ

け

に

集

中

し

て

取

り

組

む

こ

と

が

な

か

な

か

で

き

ま

せ

ん

。

例

え

ば

、

北

海

道

で

社

員

研

修

を

実

施

し

た

り

、

地

元

の

方

の

採

用

な

ど

に

つ

な

が

ら

な

い

と

、

継

続

的

に

取

り

組

む

こ

と

は

難

し

い

と

考

え

て

お

り

、

当

社

で

は

、

そ

の

よ

う

な

要

素

を

絡

め

な

が

ら

、

テ

レ

ワ

ー

ク

や

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

行

っ

て

い

ま

す

。

■

成

果

今

後

の

挑

戦

と

い

う

こ

と

で

は

、

第

一

に

私

た

ち

は

Ｉ

Ｃ

Ｔ

分

野

で

北

見

市

、

斜

里

町

の

そ

れ

ぞ

れ

の

サ

テ

ラ

イ

ト

オ

フ

ィ

ス

に

地

元

の

方

を

採

用

し

、

地

域

の

民

間

企

業

と

の

連

携

を

深

め

な

が

ら

、

東

京

都

内

と

変

わ

ら

な

い

仕

事

を

北

見

市

や

斜

里

町

で

も

行

え

る

仕

組

み

を

作

り

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

ま

た

、

も

う

一

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

と

し

て

、

北

見

市

の

食

文

化

で

あ

る

北

見

焼

肉

を

都

内

に

持

ち

込

み

、

東

京

の

日

本

橋

人

形

町

に

焼

肉

店

を

オ

ー

プ

ン

す

る

こ

と

で

、

｢

北

海

道

オ

ホ

ー

ツ

ク

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

」

を

つ

く

り

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

そ

の

店

を

基

点

に

、

｢

ヒ

ト

・

モ

ノ

・

カ

ネ

・

情

報

の

流

れ

を

東

京

と

北

海

道

で

循

環

さ

せ

る

」

と

い

う

こ

と

が

私

の

次

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

す

。

■

今

後

の

挑

戦

次

に

、

親

子

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

一

日

を

紹

介

し

ま

す

。

最

近

、

私

は

妻

を

東

京

に

残

し

て

息

子

と

二

人

き

り

で

北

見

市

や

斜

里

町

に

出

張

に

来

る

こ

と

が

あ

る

の

で

す

が

、

そ

の

際

に

は

、

例

え

ば

午

前

中

に

、

親

子

で

斜

里

町

広

報

誌

の

取

材

を

受

け

、

午

後

は

休

暇

を

取

っ

て

、

町

内

に

あ

る

畑

の

草

取

り

を

手

伝

っ

た

り

、

息

子

と

二

人

で

ド

ラ

イ

ブ

し

て

、

川

で

び

し

ょ

濡

れ

に

な

っ

て

遊

び

、

夜

は

地

元

の

方

と

一

緒

に

夕

食

を

食

べ

る

な

ど

親

子

で

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

満

喫

し

て

い

ま

す

。

ど

う

し

て

も

息

子

を

連

れ

て

行

け

な

い

打

合

せ

の

時

は

、

子

供

を

町

内

の

児

童

館

に

預

け

て

、

地

域

お

こ

し

協

力

隊

の

方

に

面

倒

を

見

て

い

て

だ

く

こ

と

も

あ

り

ま

し

た

。

親

子

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

で

は

こ

の

よ

う

に

一

日

を

過

ご

す

の

で

す

が

、

北

海

道

で

の

こ

う

い

っ

た

時

間

が

私

に

と

っ

て

と

て

も

か

け

が

え

の

な

い

時

間

に

な

っ

て

い

ま

す

。

今

で

は

、

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

し

て

、

出

張

に

息

子

を

連

れ

て

行

く

こ

と

が

マ

イ

ブ

ー

ム

で

す

。

▲ 広報誌の取材を受ける様子

ス

ノ

ー

モ

ー

ビ

ル

体

験

▼

▼▼

▼

流

氷

ウ

ォ

ー

ク

▲

▲▲

▲

■

親

子

ワ

ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

時

間

ワーケーション

ワークライフ

バランス

ＩＣＴ

人材育成

採用

雇用

社員研修

地域との

交流

ビジネス

産学官連携

実施した

取組

テレワーク・ワーケーションの成果
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地

域

の

現

状

幌

加

内

町

は

、

そ

ば

の

作

付

面

積

日

本

一

・

日

本

最

大

の

人

造

湖

「

朱

鞠

内

湖

」

・

日

本

最

寒

記

録

「

マ

イ

ナ

ス

41

・

２

度

」

と

い

う

三

つ

の

「

日

本

一

」

を

有

す

る

町

と

し

て

知

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

町

の

人

口

は

昭

和

17

年

の

１

万

３

千

人

を

ピ

ー

ク

に

、

現

在

は

１

５

０

０

人

台

ま

で

減

少

し

、

人

口

推

計

に

よ

る

と

２

０

４

０

年

に

は

９

０

０

人

以

下

に

な

る

見

込

み

で

す

。

特

に

、

町

の

北

部

に

位

置

す

る

朱

鞠

内

地

域

で

は

、

今

か

ら

10

年

後

に

は

小

学

校

や

保

育

所

の

存

続

が

困

難

と

考

え

ら

れ

て

い

る

な

ど

、

人

口

減

少

に

歯

止

め

が

か

か

ら

な

い

の

が

実

状

で

す

。

こ

の

地

域

の

代

表

的

な

観

光

資

源

で

あ

る

朱

鞠

内

湖

は

、

北

海

道

大

学

雨

竜

研

究

林

に

囲

ま

れ

た

豊

か

な

自

然

が

残

さ

れ

て

お

り

、

日

本

最

大

の

淡

水

魚

で

あ

る

天

然

の

イ

ト

ウ

※

を

は

じ

め

と

す

る

ト

ラ

ウ

ト

フ

ィ

ッ

シ

ン

グ

が

楽

し

め

る

ほ

か

、

冬

に

は

氷

上

ワ

カ

サ

ギ

釣

り

も

体

験

で

き

る

な

ど

年

間

約

１

万

人

の

釣

り

人

が

訪

れ

て

お

り

、

特

に

イ

ト

ウ

を

釣

り

に

訪

れ

る

観

光

客

に

は

コ

ア

な

ア

ウ

ト

ド

ア

フ

ァ

ン

が

多

く

、

長

期

滞

在

型

で

リ

ピ

ー

ト

率

が

高

い

の

が

特

徴

で

す

。

ま

た

、

キ

ャ

ン

パ

ー

や

カ

ヌ

ー

イ

ス

ト

、

野

鳥

愛

好

家

な

ど

に

も

人

気

が

あ

り

、

ア

ウ

ト

ド

上

川

管

内

の

西

部

に

位

置

し

、

日

本

一

の

そ

ば

の

作

付

面

積

を

誇

る

幌

加

内

町

。

町

の

北

部

に

あ

る

朱

鞠

内

湖

は

、

雨

竜

(

う

り

ゅ

う

)

第

一

ダ

ム

の

建

設

に

伴

っ

て

作

ら

れ

た

日

本

最

大

の

人

造

湖

で

、

｢

幻

の

魚

」

イ

ト

ウ

が

生

息

す

る

神

秘

の

湖

と

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

朱

鞠

内

湖

を

拠

点

に

、

特

定

非

営

利

活

動

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

が

行

っ

て

い

る

｢

イ

ト

ウ

と

共

存

し

た

地

域

活

性

化

の

取

組

」

に

つ

い

て

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

（

取

材

者

橋

場

、

榎

本

、

加

藤

）

※ 1937年に十勝川で2.1ｍの個体が捕獲された記録がある

幌加内町

ほろかないちょう

ア

情

報

誌

「

Ｂ

Ｅ

-

Ｐ

Ａ

Ｌ

」

に

よ

る

市

町

村

別

自

然

派

移

住

希

望

ラ

ン

キ

ン

グ

で

、

幌

加

内

町

が

道

内

２

位

に

な

る

な

ど

朱

鞠

内

地

域

の

ポ

テ

ン

シ

ャ

ル

は

非

常

に

高

い

も

の

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

た

め

、

朱

鞠

内

湖

淡

水

漁

業

協

同

組

合

の

委

託

を

受

け

、

朱

鞠

内

湖

を

管

理

し

て

い

る

特

定

非

営

利

活

動

法

人

（

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

）

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

で

は

、

旅

行

者

の

受

入

れ

や

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

を

企

画

す

る

な

ど

、

地

域

の

特

性

を

い

か

し

た

観

光

振

興

や

雇

用

の

創

出

に

向

け

た

取

組

を

担

っ

て

い

ま

す

。

ア

イ

ヌ

語

で

朱

鞠

内

は

「

岩

が

多

い

(

シ

ュ

マ

リ

)

、

沢

(

ナ

イ

)

」

を

意

味

し

て

お

り

、

そ

の

名

の

と

お

り

、

人

造

湖

と

は

思

え

な

い

日

本

離

れ

し

た

雄

大

な

景

色

と

、

天

然

の

イ

ト

ウ

が

生

息

す

る

稀

有

な

自

然

環

境

を

有

す

る

朱

鞠

内

湖

は

、

道

内

外

の

ア

ウ

ト

ド

ア

フ

ァ

ン

か

ら

愛

さ

れ

、

古

く

か

ら

通

い

慣

れ

た

人

々

は

愛

着

を

込

め

て

こ

の

地

を

「

シ

ュ

マ

リ

」

と

呼

ん

で

い

ま

す

。

メスのイトウが尾

メスのイトウが尾メスのイトウが尾

メスのイトウが尾びれで

びれでびれで

びれで産卵床を掘っている様子

産卵床を掘っている様子産卵床を掘っている様子

産卵床を掘っている様子

（提供：足立 聡）
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遊

漁

と

宿

泊

の

連

動

地

域

資

源

と

し

て

の

「

イ

ト

ウ

」

朱

鞠

内

湖

を

管

理

し

て

い

る

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

の

中

野

理

事

長

は

大

阪

府

出

身

で

す

が

、

子

供

の

頃

か

ら

釣

り

が

好

き

で

、

北

海

道

で

魚

に

関

わ

る

仕

事

に

携

わ

り

た

い

と

思

っ

て

い

ま

し

た

。

平

成

６

年

に

ニ

セ

コ

町

に

移

住

し

、

町

内

の

ホ

テ

ル

に

就

職

し

ま

し

た

が

、

初

め

て

朱

鞠

内

湖

に

ワ

カ

サ

ギ

釣

り

に

訪

れ

た

時

、

当

時

の

朱

鞠

内

湖

淡

水

漁

業

協

同

組

合

の

組

合

長

か

ら

「

釣

り

が

好

き

な

ら

こ

こ

に

住

ま

な

い

か

」

と

誘

わ

れ

、

平

成

９

年

に

長

年

の

夢

を

叶

え

る

た

め

、

幌

加

内

町

に

移

住

し

ま

し

た

。

当

初

、

イ

ト

ウ

に

対

す

る

中

野

さ

ん

の

印

象

は

、

こ

の

湖

に

幻

の

魚

が

生

息

す

る

こ

と

を

知

識

と

し

て

知

っ

て

い

る

程

度

で

あ

り

、

実

際

に

釣

り

人

が

釣

り

上

げ

た

姿

を

初

め

て

見

て

、

現

実

に

「

幻

の

魚

」

が

い

る

こ

と

、

そ

し

て

そ

の

堂

々

と

し

た

イ

ト

ウ

の

姿

に

改

め

て

感

動

し

た

と

言

い

ま

す

。

朱

鞠

内

湖

淡

水

漁

業

協

同

組

合

で

は

、

以

前

、

冬

の

ワ

カ

サ

ギ

釣

り

の

管

理

を

行

っ

て

い

ま

し

た

が

、

イ

ト

ウ

釣

り

の

管

理

は

行

っ

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

平

成

14

年

に

、

道

立

水

産

孵

化

場

（

当

時

）

な

ど

か

ら

研

究

グ

ル

ー

プ

を

朱

鞠

内

湖

に

招

き

、

全

て

の

流

入

河

川

の

産

卵

場

所

を

調

査

し

た

と

こ

ろ

、

イ

ト

ウ

の

産

卵

床

数

は

予

想

よ

り

も

は

る

か

に

少

な

い

こ

と

が

判

明

し

、

さ

ら

に

、

イ

ト

ウ

に

対

す

る

地

元

住

民

や

漁

師

、

釣

り

人

の

考

え

方

の

違

い

か

ら

、

気

付

か

な

い

う

ち

に

乱

獲

に

つ

な

が

っ

て

い

た

こ

と

も

分

か

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

中

野

理

事

長

は

、

イ

ト

ウ

を

保

護

生

息

域

・

生

息

数

の

減

少

や

、

１

ｍ

を

超

え

る

体

長

か

ら

｢

幻

の

魚

」

と

呼

ば

れ

、

釣

り

人

た

ち

の

憧

れ

の

存

在

で

あ

る

イ

ト

ウ

は

、

サ

ケ

目

サ

ケ

科

イ

ト

ウ

属

に

分

類

さ

れ

、

国

内

で

は

空

知

(

そ

ら

ち

)

川

や

雨

竜

川

な

ど

北

海

道

の

一

部

の

河

川

、

湖

沼

に

生

息

し

て

い

ま

す

。

か

つ

て

は

、

東

北

地

方

北

部

に

も

生

息

し

て

い

ま

し

た

が

、

生

息

域

だ

っ

た

河

川

の

改

修

工

事

や

釣

り

人

に

よ

る

乱

獲

な

ど

の

影

響

に

よ

り

絶

滅

し

ま

し

た

。

道

内

で

も

個

体

数

は

減

少

し

て

お

り

、

現

在

で

は

北

海

道

レ

ッ

ド

リ

ス

ト

に

お

い

て

絶

滅

危

惧

Ｉ

Ｂ

類

※

に

指

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

サ

ケ

科

は

産

卵

す

る

と

死

ん

で

し

ま

う

イ

メ

ー

ジ

が

あ

り

ま

す

が

、

イ

ト

ウ

は

一

生

の

間

に

何

度

も

産

卵

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

産

卵

期

は

４

月

～

５

月

頃

で

、

中

・

上

流

部

の

川

底

５

～

10

㎝

ほ

ど

の

小

石

の

下

に

、

２

千

～

１

万

個

程

の

卵

を

産

み

付

け

ま

す

。

こ

の

時

期

の

オ

ス

は

婚

姻

色

が

表

れ

る

こ

と

で

全

体

的

に

赤

み

を

帯

び

、

メ

ス

を

め

ぐ

り

オ

ス

同

士

の

闘

争

も

行

わ

れ

ま

す

。

夏

に

な

り

孵

っ

た

稚

魚

は

水

生

昆

虫

を

食

べ

な

が

ら

成

長

し

、

成

魚

に

な

る

に

は

オ

ス

で

４

年

以

上

、

メ

ス

で

６

～

10

年

も

か

か

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

幻

の

魚

「

イ

ト

ウ

」

▲産卵期のオス(右)と メス(左)のイトウ

こ

う

し

た

取

組

が

実

を

結

び

、

朱

鞠

内

湖

淡

水

漁

業

協

同

組

合

で

は

、

平

成

25

年

に

地

域

資

源

で

あ

る

イ

ト

ウ

の

乱

獲

を

防

ぎ

、

な

る

べ

く

少

な

い

ダ

メ

ー

ジ

で

湖

に

戻

せ

る

よ

う

、

｢

キ

ャ

ッ

チ

＆

リ

リ

ー

ス

の

徹

底

」

や

「

釣

り

針

に

返

し

の

付

い

て

い

な

い

、

シ

ン

グ

ル

フ

ッ

ク

バ

ー

ブ

レ

ス

使

用

の

義

務

化

」

と

い

っ

た

日

本

初

の

ル

ー

ル

を

制

定

し

ま

し

た

。

湖

で

イ

ト

ウ

が

大

き

く

成

長

で

き

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

で

、

地

域

資

源

の

保

護

意

識

が

醸

成

さ

れ

る

と

と

も

に

、

｢

大

物

が

釣

れ

る

か

も

し

れ

な

い

」

し

、

そ

の

貴

重

さ

を

理

解

し

て

も

ら

う

た

め

に

、

遊

漁

料

の

徴

収

や

産

卵

床

調

査

、

禁

漁

区

域

の

見

回

り

、

キ

ャ

ッ

チ

＆

リ

リ

ー

ス

の

推

進

な

ど

の

取

組

を

行

い

ま

し

た

が

、

特

に

遊

漁

料

の

徴

収

に

つ

い

て

は

、

周

り

の

理

解

を

得

る

の

に

非

常

に

苦

労

し

た

と

言

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

イ

ト

ウ

釣

り

を

楽

し

ん

で

い

た

地

元

の

釣

り

人

か

ら

は

、

｢

本

州

か

ら

来

た

『

よ

そ

者

』

が

遊

漁

料

を

勝

手

に

設

定

し

た

」

な

ど

の

否

定

的

な

声

も

聞

か

れ

ま

し

た

が

、

現

状

を

説

明

し

、

イ

ト

ウ

の

保

護

活

動

を

粘

り

強

く

続

け

ま

し

た

。

こ

う

し

た

取

組

に

よ

っ

て

、

地

元

の

人

た

ち

や

釣

り

人

た

ち

に

も

徐

々

に

イ

ト

ウ

の

貴

重

さ

が

理

解

さ

れ

始

め

、

朱

鞠

内

湖

の

か

け

が

え

の

な

い

地

域

資

源

と

し

て

認

識

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

中

野

理

事

長

は

朱

鞠

内

小

学

校

で

イ

ト

ウ

の

採

卵

見

学

や

稚

魚

の

飼

育

な

ど

生

体

学

習

を

行

う

な

ど

、

子

供

た

ち

に

イ

ト

ウ

の

貴

重

さ

を

教

え

て

い

ま

す

。

日

本

初

の

ル

ー

ル

▲ シングルフックバーブレスについてのチラシ

こ

う

し

た

レ

ギ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

（

規

則

）

の

設

定

の

も

と

、

釣

り

人

の

聖

地

と

な

っ

た

朱

鞠

内

湖

に

は

、

１

年

を

通

し

て

た

く

さ

ん

の

釣

り

人

が

訪

れ

、

｢

釣

り

」

を

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し

た

関

係

人

口

の

増

加

に

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

。

特

に

、

湖

畔

の

宿

泊

施

設

｢

レ

ー

ク

ハ

ウ

ス

し

ゅ

ま

り

な

い

」

や

キ

ャ

ン

プ

場

に

は

、

道

外

の

方

の

利

用

も

多

く

、

連

泊

率

が

高

い

の

が

特

徴

で

あ

り

、

中

に

は

１

か

月

以

上

も

滞

在

す

る

人

も

い

る

そ

う

で

す

。

ま

た

、

レ

ー

ク

ハ

ウ

ス

で

は

道

産

食

材

や

地

元

の

山

菜

を

使

っ

た

ダ

ッ

チ

オ

ー

ブ

ン

料

理

も

あ

り

非

常

に

人

気

で

す

。

と

い

っ

た

意

識

を

地

域

と

釣

り

人

が

共

有

す

る

こ

と

で

、

よ

り

多

く

の

釣

り

人

の

受

入

れ

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

イ

ト

ウ

以

外

に

も

ア

メ

マ

ス

や

ヤ

マ

メ

、

サ

ク

ラ

マ

ス

な

ど

に

も

遊

漁

規

則

を

定

め

、

地

域

資

源

の

管

理

を

徹

底

し

て

い

ま

す

。

※ 近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの

（提供：足立 聡）
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イ

ト

ウ

を

シ

ン

ボ

ル

と

し

て

現

在

、

町

で

は

｢

イ

ト

ウ

を

シ

ン

ボ

ル

と

し

た

地

域

が

持

続

す

る

シ

ス

テ

ム

｣

の

確

立

を

目

指

し

て

お

り

、

朱

鞠

内

湖

淡

水

漁

業

協

同

組

合

は

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

と

連

携

し

、

道

の

地

域

づ

く

り

総

合

交

付

金

や

町

補

助

金

を

活

用

す

る

こ

と

で

、

平

成

29

年

か

ら

主

要

河

川

や

未

調

査

の

流

入

河

川

の

継

続

調

査

を

10

年

程

度

行

い

、

産

卵

床

整

備

計

画

を

策

定

し

整

備

を

進

め

る

予

定

で

す

。

ま

た

、

町

で

は

、

平

成

28

年

か

ら

ふ

る

さ

と

納

税

の

寄

附

の

対

象

に

イ

ト

ウ

の

保

護

に

関

す

る

事

業

を

追

加

し

ま

し

た

。

平

成

30

年

12

月

時

点

で

、

全

国

の

釣

り

人

か

ら

９

０

０

万

円

を

超

え

る

寄

附

金

が

集

ま

っ

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

イ

ト

ウ

の

保

護

活

動

を

通

じ

て

、

様

々

な

関

係

者

と

知

り

合

い

、

朱

鞠

内

湖

の

キ

ャ

ン

プ

場

で

イ

ベ

ン

ト

が

開

か

れ

た

り

、

レ

ー

ク

ハ

ウ

ス

内

に

シ

ョ

ッ

プ

が

オ

ー

プ

ン

す

る

な

ど

、

中

野

理

事

長

は

徐

々

に

地

域

が

持

続

す

る

シ

ス

テ

ム

が

確

立

さ

れ

て

い

る

手

応

え

を

感

じ

て

い

ま

す

。

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

ガ

イ

ド

ツ

ア

ー

幌

加

内

町

と

の

取

組

の

一

環

と

し

て

、

町

の

ふ

る

さ

と

納

税

の

返

礼

品

の

中

に

は

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

が

行

う

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

ガ

イ

ド

ツ

ア

ー

も

あ

り

ま

す

。

深

い

原

生

林

に

囲

ま

れ

た

朱

鞠

内

湖

は

、

自

然

が

豊

か

で

多

く

の

フ

ィ

ッ

シ

ン

グ

ポ

イ

ン

ト

が

あ

り

ま

す

が

、

専

門

の

ガ

イ

ド

し

か

立

入

る

こ

と

が

で

き

な

い

秘

密

の

ポ

イ

ン

ト

へ

ボ

ー

ト

で

案

内

し

ま

す

。

刻

一

刻

と

表

情

を

変

え

る

、

美

し

く

広

大

な

自

然

の

中

で

、

無

心

に

イ

ト

ウ

を

狙

う

こ

と

が

で

き

る

特

別

で

贅

沢

な

ツ

ア

ー

で

す

。

１

日

１

組

限

定

で

す

が

、

大

変

好

評

で

、

毎

年

予

約

で

い

っ

ぱ

い

の

状

況

で

す

。

道

外

か

ら

の

リ

ピ

ー

タ

ー

も

多

く

、

海

外

か

ら

の

申

込

み

も

あ

る

ほ

ど

で

す

。

【

【【

【プライベートガイドツアー料金

プライベートガイドツアー料金プライベートガイドツアー料金

プライベートガイドツアー料金】

】】

】

・半日プラン：35,000円

・全日プラン：50,000円

・ふるさと納税プラン 100,000円以上の寄附

※いずれも1ボートチャーター2名まで乗船可能、別途遊漁料を徴収

釣

り

人

や

観

光

客

が

増

え

て

き

た

朱

鞠

内

地

域

に

は

、

代

表

的

な

お

土

産

が

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

こ

こ

で

も

ス

タ

ッ

フ

は

地

域

資

源

で

あ

る

湖

に

着

目

し

ま

す

。

氷

点

下

41

・

２

度

と

い

う

記

録

を

持

ち

、

積

雪

量

も

道

内

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

の

朱

鞠

内

湖

で

は

、

脂

が

の

っ

た

良

質

な

ワ

カ

サ

ギ

が

捕

れ

ま

す

。

こ

の

ワ

カ

サ

ギ

を

使

っ

た

佃

煮

は

、

家

庭

で

も

よ

く

作

ら

れ

て

い

た

郷

土

食

だ

っ

た

の

で

す

が

、

今

で

は

作

る

人

も

い

な

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

こ

の

味

を

復

活

さ

せ

る

た

め

に

、

平

成

20

年

か

ら

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

が

お

土

産

の

開

発

を

始

め

、

３

年

が

か

り

で

｢

サ

ク

ッ

と

！

ワ

カ

サ

ギ

」

が

完

成

し

ま

し

た

。

サ

ク

ッ

と

！

ワ

カ

サ

ギ

▲醤油風味と生姜風味の２種類の味がある

■イトウをシンボルとした地域が持続するシステム

①レギュレーション設定

①レギュレーション設定①レギュレーション設定

①レギュレーション設定

・遊漁料、禁漁区設定

・キャッチ＆リリース義務化

・シングルフックバーブレス義務化

など

②情報発信

②情報発信②情報発信

②情報発信

・WEB/SNS

・口コミ利用

・パブリシティ活用 など

③旅行者（釣り人）の受入

③旅行者（釣り人）の受入③旅行者（釣り人）の受入

③旅行者（釣り人）の受入

・地元エキスパートのガイド

・渡船サービス

・釣り人へのホスピタリティが

充実した宿泊施設

④地域への還元・投資

④地域への還元・投資④地域への還元・投資

④地域への還元・投資

・宿泊施設、キャンプ場の利用者増

・雇用者、移住者の増

・イトウの保全、研究活動推進

（産卵床河川の保護・調査など）

中心団体

中心団体中心団体

中心団体

・朱鞠内湖淡水漁業協同組合

・NPO法人シュマリナイ湖

ワールドセンター

地域資源

地域資源地域資源

地域資源

旅行者

旅行者旅行者

旅行者

（イトウ）

（イトウ）（イトウ）

（イトウ） （釣り人）

（釣り人）（釣り人）

（釣り人）

さ

ら

に

、

第

１

～

第

３

サ

イ

ト

ま

で

あ

る

キ

ャ

ン

プ

場

に

は

、

芝

生

の

上

や

湖

の

近

く

な

ど

好

き

な

場

所

に

車

を

乗

り

入

れ

て

テ

ン

ト

を

張

る

こ

と

が

で

き

、

自

然

そ

の

ま

ま

の

キ

ャ

ン

プ

を

楽

し

む

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ネ

ー

ミ

ン

グ

の

と

お

り

、

こ

れ

ま

で

の

し

っ

と

り

と

し

た

佃

煮

の

イ

メ

ー

ジ

が

変

わ

る

サ

ク

サ

ク

と

し

た

新

食

感

で

、

丸

ご

と

ス

ナ

ッ

ク

感

覚

で

食

べ

ら

れ

る

お

土

産

は

、

子

供

か

ら

お

年

寄

り

ま

で

幅

広

い

年

代

に

受

け

入

れ

ら

れ

て

い

ま

す

。

商

品

は

ス

タ

ッ

フ

が

手

作

業

で

作

る

た

め

、

量

に

限

り

が

あ

り

ま

す

が

、

平

成

25

年

に

、

北

海

道

に

縁

の

あ

る

一

流

シ

ェ

フ

や

パ

テ

ィ

シ

エ

な

ど

「

食

」

の

第

一

線

で

活

躍

す

る

方

々

が

選

ぶ

「

北

の

ハ

イ

グ

レ

ー

ド

食

品

」

に

選

定

さ

れ

る

な

ど

知

名

度

も

上

が

っ

て

き

ま

し

た

。

▼ 2018年5月、ここ数年で最高記録115cmのイトウが釣れました！
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10

◆地域が動く・プロジェクト最前線①

◆地域が動く・プロジェクト最前線①◆地域が動く・プロジェクト最前線①

◆地域が動く・プロジェクト最前線①

本記事の取組は、NPO法人シュマリナイ湖ワールドセンターで行っております。

お問合せ先 ＴＥＬ：0165-38-2029 Ｅ-mail：syumari@world.odn.ne.jp             

今

後

の

展

開

つ

な

が

る

カ

フ

ェ

で

関

係

人

口

の

拡

大

平

成

30

年

12

月

に

、

道

が

東

京

都

内

で

開

催

し

た

｢

北

海

道

と

つ

な

が

る

カ

フ

ェ

※

」

に

お

い

て

、

ゲ

ス

ト

に

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

の

黒

田

綾

子

さ

ん

を

お

招

き

し

、

こ

れ

ま

で

朱

鞠

内

湖

で

行

っ

た

取

組

な

ど

を

紹

介

い

た

だ

き

ま

し

た

。

当

日

は

『

イ

ト

ウ

を

守

ら

ナ

イ

ト

』

と

題

し

、

｢

魚

で

地

域

活

性

化

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

さ

れ

、

朱

鞠

内

湖

に

何

度

も

釣

り

に

行

っ

た

経

験

の

あ

る

方

や

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

ガ

イ

ド

ツ

ア

ー

の

常

連

の

方

な

ど

朱

鞠

内

湖

の

活

動

を

応

援

す

る

多

く

の

フ

ァ

ン

も

集

ま

り

、

北

海

道

に

興

味

や

関

心

が

あ

る

首

都

圏

の

方

々

と

「

釣

り

」

・

「

イ

ト

ウ

」

を

テ

ー

マ

に

交

流

を

行

い

ま

し

た

。

朱

鞠

内

湖

を

初

め

て

知

っ

た

参

加

者

の

中

に

は

、

そ

の

雄

大

な

自

然

や

イ

ト

ウ

の

迫

力

を

紹

介

さ

れ

、

い

つ

か

北

海

道

に

移

住

し

た

い

と

話

す

参

加

者

も

い

ま

し

た

。

北

海

道

と

つ

な

が

る

カ

フ

ェ

の

様

子

▲

▲▲

▲

中

野

理

事

長

は

今

後

の

展

開

に

つ

い

て

、

｢

イ

ト

ウ

が

増

え

れ

ば

釣

り

人

が

増

加

し

、

宿

泊

業

な

ど

の

雇

用

も

増

え

、

キ

ャ

ン

プ

場

な

ど

で

の

イ

ベ

ン

ト

も

増

え

る

こ

と

で

、

地

域

が

元

気

に

な

る

と

考

え

て

、

私

た

ち

は

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

活

動

し

て

20

年

、

レ

ギ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

制

定

な

ど

我

々

の

活

動

に

理

解

し

て

く

れ

る

方

も

増

え

て

、

朱

鞠

内

湖

の

フ

ァ

ン

も

増

え

て

い

る

こ

と

が

と

て

も

嬉

し

い

で

す

。

朱

鞠

内

湖

は

ダ

ム

湖

の

た

め

、

北

海

道

電

力

株

式

会

社

が

保

有

し

、

湖

の

源

で

も

あ

る

北

側

の

森

林

は

、

北

海

道

大

学

の

研

究

林

で

す

。

今

後

、

朱

鞠

内

湖

や

イ

ト

ウ

を

保

護

す

る

活

動

は

こ

う

し

た

関

係

者

の

人

た

ち

と

も

連

携

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

ま

た

、

地

域

へ

の

還

元

や

経

済

効

果

に

つ

い

て

は

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

が

受

け

皿

と

な

っ

て

、

若

手

を

ア

ウ

ト

ド

ア

ガ

イ

ド

と

し

て

育

成

す

る

こ

と

で

、

地

域

の

ポ

テ

ン

シ

ャ

ル

を

生

か

し

た

費

用

対

効

果

の

高

い

ガ

イ

ド

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

を

行

う

と

と

も

に

、

地

域

の

人

手

不

足

の

解

消

や

移

住

定

住

の

取

組

に

も

つ

な

げ

て

い

き

た

い

で

す

｣

と

熱

い

思

い

を

語

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

シ

ュ

マ

リ

ナ

イ

湖

ワ

ー

ル

ド

セ

ン

タ

ー

理

事

長

中

野

信

之

氏

▲

▲▲

▲

※ 道内で活躍している移住者をゲストに招き、北海道での生活や仕事など、テーマを

絞った情報を提供するイベントで、平成30年度に計9回首都圏で開催。


